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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、ライティングセンターの機能に着目し、学士課程教育の質保証に向けた学習支

援の在り方を検討した。国内外の先進的な取組を行っている大学を訪問調査したところ、大学

図書館にライティングセンターの機能を設けることや、授業でポートフォリオやルーブリック

を用いて学習成果を評価するなど、ライティング教育を学士課程カリキュラムに位置づけてい

く組織的取組み(Writing across the curriculum)として、FD・SD を推進することが現実的、

効果的、効率的であることがわかった。 

 

研究成果の概要（英文）：   

 The purpose of this study is to investigate how writing center as learning environment 

support writing development in higher education. In many cases, WAC(Writing across the 

curriculum)can be managed with collaboration of faculty and staff(librarian) development. 

Promoting the WAC program is a key for enhancing students’writing development. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、大学のユニバーサル化の進行に伴い、

初年次教育は急速に普及した。山田らが 2007

年に実施した調査によれば、レポート・論文

の書き方などの文書作法が、初年次教育の内

容として最も重視されていることがわかっ

た。 

しかし、初年次でのスキル学習がその後の

学士課程教育にどのようにつながっていく

かは明確に示されてはいない。初年次に基本

的な書き方の訓練や、汎用性の高いレポート

の書き方を短期間で効率的に教えることも

必要である。一方で、大学におけるライティ

ング教育では、ライティングに関する知識や

スキルの習得を基盤として、ディシプリンで

の学習や、教養形成の機能を加味していくこ

とも重要であろう。学士課程教育の 4年間に

渡り、学習者の経験を通して知識が生成され

るプロセスを、ライティングの指導を通して

支援することも必要ではないか。 

したがって、初年次における文章表現科目

だけでなく、学士課程教育に関わるすべての

教員が「書く課題」にどう取り組んでいるか、

相互に学びあう、FD 活動がひとつの鍵となる

と考えられる。 

本研究の背景には、こうした普及期を過ぎ

た初年次教育におけるライティング教育の

問題点を指摘した上で、学士課程教育 4年間

に渡るライティング教育(Writing across 

the curriculum)として、ディシプリンに埋

め込まれた思考方法や幅広い知識を示しつ

つ、学生の思考の発展やアイデンティティの

発達にもつながるよう、学生が主体的に考え

て書くプロセスを支援する教育を提案して

いこうとしたことにある。 

 

２．研究の目的 

本研究では、ライティング教育を、学士課

程カリキュラムに位置づけていくための組

織的取組み(Writing across the curriculum)

として、ライティングセンターの機能開発に

着目し、FD・SD 活動と関連づけ、学士課程教

育の質保証に向けた学習支援の在り方につ

いて検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1)国内外のライティングセンター、学習支

援センター、FD センター、大学図書館など、

ライティング教育を支援する担当部署を訪

問調査し、指導教員の構成、人材の育成など、

大学の実状に適合した機能と運営体制につ

いて精査した。 

(2)ライティング指導の方策として、FD 活動

と関連づけた授業改善のための「ティーチン

グ・ポートフォリオ」、学生の学びと書く力

を支援する「ラーニング・ポートフォリオ」、

考えるプロセスを支援する「レポート・論文

作成教材」、ライティング指導のための評価

基準「ルーブリック」を開発した。 

(3)調査研究活動から明らかになった成果を

学会発表や、FD 研修会での講演やワークショ

ップなどを通して公表することによって、今

後のライティング教育を通じた FD 活動のあ

り方について検討した。 

 

４．研究成果 

(1)平成 21 年度の成果は次のとおりである。

①平成 21 年 6 月の大学教育学会のラウンド

テーブルでは、「ライティング教育を基点と

した学習支援と FD・SD 活動の展開」と題し、

先進的取組みとして、論文コンテスト、大学

図書館、ラーニング・ポートフォリオを取り

上げ、ライティング教育としての各取組みの

機能と分担、さらに学士課程カリキュラム・

マップを用いて、その位置づけと意義を確認



した。②国内外で先進的な取組みを行ってい

るライティングセンター、学習支援センター

を訪問調査した。訪問した大学は、国内では

龍谷大学、津田塾大学、国外はカナダのマギ

ル大学、アルバータ大学、ブリティッシュコ

ロンビア大学、米国のワシントン大学、シア

トル大学、カリフォルニア大学である。これ

らの訪問調査では、特に、ライティングセン

ターや FD センターの機能に着目し、ライテ

ィング教育を学士課程カリキュラムに位置

づけていくための組織的取組のあり方につ

いて検討を行った。③これらの研究活動から

明らかになった成果を FD 研修会での招待講

演やワークショップなどの活動を通して公

表した。 

(2)平成 22 年度の成果は次のとおりである。

①大学教育学会のラウンドテーブルでは、ラ

イティングセンターの組織的位置づけ、剽窃

の問題、アルバータ大学の先進的な事例

(Writing Across the Curriculum)を紹介し

た。②教育心理学会では、学びの根拠を説得

に示す論証表現に着目し、知識変換型ライテ

ィング指導のための評価基準(ルーブリッ

ク)について検討を行った。③Educational 

Development をテーマとする国際学会で日本

の初年次教育におけるライティング指導例

を発表した。④国内外の先進的なライティン

グセンター、学習支援センター、大学図書館

を訪問調査した。訪問した大学は、国内では

金沢工業大学、国外はカナダのマギル大学、

ダルハウジー大学、米国の南カリフォルニア

大学、ブリガムヤング大学、ウエストミンス

ター大学、ユタバレー大学、韓国のスンシル

大学である。⑤これらの研究活動から明らか

になった成果を FD 研修会での招待講演やワ

ークショップなどの活動を通して公表した。 

(3)平成 23 年度の成果は次のとおりである。

①大学教育学会のラウンドテーブルでは、学

士課程教育における「書く力」の共通基盤と

は何かをテーマとし、ライティング教育の基

盤とする指標としての評価(ルーブリック)

のあり方、学習基盤を構築するための図書館

の機能、ラーニング・コモンズなどの学習環

境の整備による支援体制、さらには一生涯通

じてのキャリア発達を見据え、大学で習得し

た書く力をいかに発展させていくことがで

きるかといった観点から、これまでの実践の

成果を発表し、議論を行った。その結果、大

学図書館の中にライティングセンターの機

能を設けること(図書館員による支援体制の

充実)、ポートフォリオやルーブリックを用

いて授業での成果物であるレポートを明確

に評価すること、授業での書くことの訓練が

キャリア発達を支援する基盤となることな

ど、ライティング教育を支援する体制として、

より現実的・効率的・効果的な機能が明らか

となった。②これまでの研究成果を、私学事

業財団における私学の理事長・学長を対象と

したリーダーズセミナーでの招待講演や、各

地の FD・SD 研修会において公表し、社会に

還元することができた。 
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